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第
3
回
日
野
郡
そ
ば
の
情
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞
作
品
　『
朝
光
』　
松
本
利
秋（
日
野
町
）

審
査
委
員
渡
里
彰
造
氏
に
よ
る
講
評
　「
写
真
表
現
の
大
き
な
武
器
で
あ
る
レ
ン
ズ
の
ボ
ケ
を
使
い
、幻
想
的
で
質
の
高
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。」
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（第21回）

　
県
土
整
備
局
で
は
、
日
野
郡
の
歴
史
的
文
化
的
資
産
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
「
日
野
郡
歴
史
文
化
マ
ッ
プ
」
を
日
野
総
合
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（h
ttp
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w
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w
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ref.to
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ri.jp
/

h
in

o
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u
g

o
u

/
k

y
o

k
u

/
k

en
d

o
/

h
isto

ry
/

）

　「
歴
史
文
化
マ
ッ
プ
」で
は
、日
野
郡
内
に
あ
る
イ
ン
フ
ラ
施
設(

※)

・
神
社
・
仏
閣
・

史
跡
・
自
然
環
境
・
無
形
文
化
財
等
を
カ
テ
ゴ
リ
別
に
検
索
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
写
真
や
簡
単
な
紹
介
文
を
添
え
て
表
示
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
野
郡
内
の
地
図
か
ら
の
直
接
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
こ
れ
を
機
会
に
気
に
な
っ
た
箇
所
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
所
を
尋

ね
て
、
日
野
郡
の
歴
史
文
化
に
も
っ
と
も
っ
と
触
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
県
土
整
備
局
計
画
調
査
課
で
は
歴
史
文
化
マ
ッ
プ
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
紹
介
内
容
に
間
違
い
や
追
加
す
べ
き
事
項
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
他

の
意
見
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
よ
り
よ
い
マ
ッ
プ
に
す
る
た
め
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

地図からの検索イメージ

県
西
部
地
震
か
ら
六
年
目
の
一
〇
月
六
日
、
日
野
町
根
雨
に
開
館
！

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
山

下

弘

彦

★
被
災
写
真
、
災
害
対
応･

支
援
活
動
の
記
録

　
や
メ
モ
な
ど
、
資
料
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
！

　
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
被
災
さ
れ
た

個
人
宅
や
災
害
対
応
を
さ
れ
た
自
治
会
の
記

録
、
支
援
活
動
の
記
録
な
ど
、
公
的
に
ま
と

め
ら
れ
た
以
外
の
資
料
も
収
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
、
お
願
い
し
ま
す
。

鳥
取
県
西
部
地
震
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
／
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

■
開
館
時
間
：
９
：
０
０
〜
１
７
：
０
０

　
（
休
館
日
：
毎
週
月
曜
、
祝
祭
日
、

　
　
　
　
　
　
毎
月
第
２
・
４
土
・
日
曜
）

　
　
※
休
館
日
で
も
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
　

　
　
け
れ
ば
、
可
能
な
限
り
開
館
し
ま
す
。

■
〒
６
８
９-

４
５
０
３

　
鳥
取
県
日
野
郡
日
野
町
根
雨
一
三
〇
ー
一

　
　
日
野
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階

　
（
J
R
伯
備
線
・
根
雨
駅
正
面
、
日
野
町
役
場
隣
）

　
電
話
＆
F
A
X
：
０
８
５
９-

７
２-

２
２
２
０

　
メ
ー
ル
：h

in
o

v
n

et@
in

fo
sak

y
u

.n
e.jp

　H
P

：http://w
w

w
.infosakyu.ne.jp/hinovc/

　
地
震
か
ら
六
年
。
最
大
の
被
災
地
・
日
野

町
の
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
二
階
に
、
鳥
取
県

が
「
鳥
取
県
西
部
地
震
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
、
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
委
託
を
受
け
て
運
営
し
ま
す
。

　
館
内
に
は
、
写
真･

資
料
パ
ネ
ル
や
図
書

を
展
示
。
記
録
映
像
な
ど
と
併
せ
て
、
被
災

や
復
興
の
経
験
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る

施
設
で
す
。

　
開
館
以
来
、
県
西
部
地
区
で
被
災
さ
れ
た
方
が
来
ら
れ
て
被
災
体
験

を
語
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
共
有
し
た
り
、
県
内
外
か
ら
来
ら
れ
た

方
が
こ
う
し
た
経
験
を
聞
い
て
い
か
れ
た
り
、
様
々
な
交
流
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
展
示
物
だ
け
で
は
な
く
来
館

さ
れ
る
方
同
士
の
語
ら
い
を
通
し
て
、
被
災
体
験
や
教
訓
を
伝
え
、
こ

れ
か
ら
の
防
災
活
動
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
座
談
会
や
研
修
会
な
ど
を
企
画
し
て
い
く
ほ
か
、
地
域
で
の

災
害
対
応
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
勉
強
会
な
ど
の
ご
相
談
に
も
乗

り
、
資
料
の
提
供
や
講
師
の
ご
紹
介
な
ど
を
し
ま
す
。

　
展
示
資
料
も
随
時
入
れ
替
え
て
い
き
ま
す
。
近
く
に
お
越
し
の
際
は

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
茶
を
い
れ
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

メインページ

気になる箇所をクリック

県
土
整
備
局
計
画
調
査
課

担
当
　
岡
田
　
順
三

電
話
　
0
8
5
9-

7
2-

2
0
5
8

問い合わせ先

　
☆「
歴
史
文
化
マ
ッ
プ
」を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
県
民
局
で
は
、県
民
ホ
ー
ル
に「
と
り
ネ
ッ
ト
」閲
覧
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
中
で
も
日
野
総
合
事
務
所
の
ペ
ー
ジ
で
は
、郡
民
会
議
を
は
じ
め
と
し
た
日
野

郡
に
お
け
る
県
政
情
報
の
他
、今
回
と
り
あ
げ
た「
歴
史
・
文
化
マ
ッ
プ
」の
よ
う

な
、こ
の
地
域
に
ま
つ
わ
る
お
宝
情
報
が
満
載
で
す
。

　
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
が
、パ
ソ
コ
ン
が
初
め
て
の
方
・
苦
手
の
方
で

も
、基
本
的
な
操
作
等
、職
員
が
丁
寧
に
ご
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ラ(

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー)

施
設

生
産
や
生
活
の
基
盤
を
形
成
す
る
構
造
物
で
、

ダ
ム
・
道
路
な
ど
の
産
業
基
盤
、
学
校
・
病

院
・
公
園
な
ど
の
社
会
福
祉
・
環
境
施
設
等

が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
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問い合わせ先

県
民
局
　
県
民
課

担
当
　
別
所
秀
典

電
話
　
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
3

　
日
野
郡
に
は
楽
々
福
神
社
が
６
社
あ
り
ま
す
が
、
鳥
取

県
神
社
誌
に
よ
る
と
伯
耆
国
と
云
わ
れ
た
鳥
取
県
西
部
地

区
に
は
12
社
、
出
雲
国
に
は
１
社
あ
る
よ
う
で
す
。(

※
①)

　
楽
々
福
は
「
た
た
ら
（
日
本
古
来
の
伝
統
的
製
鉄
法
）
」

の
神
様
で
す
。
た
た
ら
の
神
と
い
う
と
金
屋
子
神
を
思
い

起
こ
し
ま
す
が
、
楽
々
福
信
仰
も
孝
霊
天
皇
や
そ
の
一
族

を
祭
神
と
す
る
た
た
ら
の
神
の
よ
う
で
す
。

【
伝
説
】

　
夫
々
の
神
社
に
異
な
る
伝
説
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
孝
霊

天
皇
一
族
に
ま
つ
わ
る
話
が
あ
り
ま
す
。
口
日
野
大
社
楽
々

福
神
社
の
伝
説
は
孝
霊
天
皇
鬼
住
山
の
鬼
退
治
で
す
。
「
紀

氏
譜
記
（
※
②
）
」
と
い
う
古
文
書
に
よ
る
と
「
孝
霊
天

皇
御
丈
七
尺
、
ご
面
体
青
く
、
面
頭
に
は
三
尺
の
角
あ
り
。

飛
行
自
在
の
天
皇
な
り
」
「
鶯
王
は
鼻
が
無
く
、
自
由
自

在
に
空
を
飛
ぶ
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
山
に

来
た
と
云
わ
れ
る
役
行
者
（
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
）
と
大

山
烏
天
狗
の
姿
を
現
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

伯
耆
町
福
岡
の
福
岡
神
社
に
は
興
味
深
い
伝
説
が
ニ
つ

あ
り
ま
す
。
「
速
玉
男
命
（
※
③
）
が
熊
野
灘
を
船
出
し

て
遭
難
し
た
と
こ
ろ
を
蛸
（
た
こ
）
に
助
け
ら
れ
吉
備
の

国
に
上
陸
、
中
国
山
脈
を
越
え
て
野
上
郷
福
岡
に
来
た
。
」

「
都
の
高
貴
な
姫
が
不
治
の
病
に
か
か
り
海
に
流
さ
れ
た
。

蛸
が
寄
っ
て

来
て
そ
の
船

を
守
り
、
日

吉
津
海
岸
に

着
け
た
。
そ

こ
に
潮
汲
み

に
来
て
い
た

人
が
姫
を
助

け
て
福
岡
で

養

生

さ

せ

た
。
」

　
そ
し
て
、
こ
の
話
は
熊
野
修
験
が
伝
え
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
即
ち
修
験
者
は
修
行
と
併
せ
て
薬
草
、
金
属
、
鉄

な
ど
を
探
し
に
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　
　

　
伯
耆
の
鬼
退
治
伝
説
と
よ
く
似
た
話
が
出
雲
に
も
あ
り

ま
す
。
出
雲
国
で
は
斐
伊
川
流
域
で
宝
物
や
娘
を
さ
ら
う

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
退
治
し
た
話

で
す
。
そ
し
て
斐
伊
川
で
も
タ
タ
ラ
製
鉄
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
砂
鉄
か
ら
「
天
叢
雲
の
剣
（
※
④
）
」
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
伯
耆
国
で
は
日
野
川
流
域
で
農
民
の
食
物
や
宝
物

を
さ
ら
う
鬼
を
孝
霊
天
皇
や
そ
の
一
族
が
退
治
し
、
砂
鉄

か
ら
は
五
名
剣
に
数
え
ら
れ
る
「
童
子
切
り
安
綱
（
※
⑤
）
」

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
伝
説
の
鬼
や
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
タ
タ
ラ
師
を
あ
ら
わ

し
、
孝
霊
天
皇
や
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
は
タ
タ
ラ
師
と
農

民
と
の
間
を
和
解
さ
せ
た
神
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
弓
ヶ
浜
半
島
の
生
成
】

　
日
野
郡
や
奥
出
雲
な
ど
、
中
国
地
方
は
日
本
最
大
の
和

鉄
生
産
地
で
、
砂
鉄
を
採
取
す
る
た
め
山
を
削
り
下
流
に

大
量
の
砂
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
千
数
百
年
前
ま
で
は
今

の
弓
ヶ
浜
半
島
は
な
く
「
夜
見
ヶ
島
」
や
「
黄
泉
ヶ
島
」

と
云
う
島
々
が
点
在
し
て
い
ま
し
た
。
隠
岐
ノ
島
に
流
さ

れ
た
後
醍
醐
天
皇
の
船
は
安
来
か
ら
美
保
関
へ
島
の
間
を

一
直
線
に
直
行
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
た
た
ら
で
流
す
砂
が

堆
積
し
て
島
々
が
弓
ヶ
浜
半

島
に
な
り
、
幕
末
か
ら
明
治

の
初
め
頃
ま
で
広
が
り
続
け

ま
し
た
。
広
が
っ
た
新
し
い

土
地
は
、
二
〇
年
毎
に
「
灘

分
け
」
と
云
っ
て
小
作
農
民

に
分
け
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
は
侵
食
さ
れ
て
い
く
弓
ヶ

浜
半
島
も
、
伯
耆
の
鬼
や
出

雲
の
オ
ロ
チ
が
創
り
出
し
た

も
の
で
す
。

　
我
々
、
伯
耆
の
国
の
住
民
は
楽
々
福
神
社
の
祭
神
と
ス

サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
に
感
謝
し
な
が
ら
、
先
祖
が
創
り
出
し

た
弓
ヶ
浜
半
島
を
守
り
抜
く
覚
悟
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

※
①
楽
々
福
神
社
（
さ
さ
ふ
く
じ
ん
じ
ゃ
）

　
　
口
日
野
大
社
楽
々
福
神
社
（
伯
耆
町
宮
原
）

　
　
山
田
神
社
（
伯
耆
町
栃
原
）

　
　
菅
福
神
社
（
日
野
町
上
菅
）

　
　
東
楽
々
福
神
社
（
日
南
町
宮
内
）

　
　
西
楽
々
福
神
社
（
日
南
町
宮
内
）

　
　
日
谷
神
社
（
日
南
町
笠
木
）

　
　
山
口
神
社
（
日
南
町
砺
波
）

　
　
楽
々
福
神
社
（
日
南
町
印
賀
）

　
　
楽
々
福
神
社
（
南
部
町
篠
相
）

　
　
楽
々
福
神
社
（
米
子
市
上
安
曇
）

　
　
余
子
神
社
（
境
港
市
栄
町
）

　
　
高
杉
神
社
（
大
山
町
宮
内
）

　
　
佐
々
布
久
神
社
（
島
根
県
安
来
市
広
瀬
町
石
原
）

※
②
紀
氏
譜
記
（
き
し
ふ
き
）

　
伯
耆
町
長
者
原
の
進(

し
ん)

氏
に
伝
わ
る
古
文
書

※
③
速
玉
男
命
（
は
や
た
ま
お
の
み
こ
と
）

　
　
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
子
で
、
紀
伊
熊
野
速
玉
神
社
に
祀

　
　
ら
れ
る
。

※
④
天
叢
雲
の
剣
（
あ
め
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ
）

　
　
歴
代
天
皇
の
継
承
し
て
い
る
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
熱
田

　
　
神
宮
の
神
体
で
あ
る
。
三
種
の
神
器
の
中
で
は
、
天
皇
の

　
　
持
つ
武
力
の
象
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

※
⑤
童
子
切
り
安
綱
（
ど
う
じ
ぎ
り
や
す
つ
な
）

　
　
源
頼
光
が
大
江
山
で
鬼
酒
呑
童
子
を
斬
っ
た
と
さ
れ
る
伝

　
　
説
の
名
刀
。
平
安
時
代
中
期
の
名
刀
工
・
伯
耆
の
安
綱
が
、

　
　
日
野
川
の
砂
鉄
を
精
錬
し
た
玉
鋼
か
ら
鍛
え
た
。

　
　
国
宝
で
国
立
博
物
館
保
管
。

　
　
監
　
修
　
　
南
波
　
睦
人
　
氏

　

　
　
　
　
（
溝
口
ふ
る
さ
と
散
歩
の
会
会
長
）

孝霊天皇（想像画）

後醍醐天皇配流コース

上:８合目付近のお花畑
下:４合目から大山・烏ケ山を望む
どちらも中尾さん撮影

趣味で製作している杖

県
民
課
　
土
井
　
電
話(
7
2)

2
0
8
5

問
い
合
わ
せ
先

　
山
登
り
が
趣
味
の
中
尾
さ
ん
は
、
平
成
６
年
頃
、
地

元
の
坂
口
理
郎
さ
ん
、
山
本
信
男
さ
ん
と
毛
無
山
、
白

馬
山
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
鳥
取
県
側
か
ら
の
登
山
ル
ー
ト
は
無
く
岡
山

県
側
か
ら
登
っ
た
の
で
す
が
、
山
頂
か
ら
麓
を
眺
め
な

が
ら
「
道
路
の
つ
い
て
い
る
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
か
ら
頂
上

ま
で
の
ル
ー
ト
を
整
備
す
れ
ば
鳥
取
県
側
か
ら
登
れ
る
」

と
登
山
道
の
整
備
を
思
い
つ
い
た
そ
う
で
す
。

　
平
成
８
年
春
、
坂
口
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
有

志
13
名
で
「
白
馬
の
会
」
を
結
成
、
尾
根
づ
た
い
に
登

山
ル
ー
ト
を
切
り
開
き
、
秋
に
は
山
頂
ま
で
開
通
さ
せ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
翌
年
春
に
は
地
元
女
性
会
員
の
協
力
の
も
と

第
１
回
登
山
道
開
き
を
開
催
、
こ
れ
に
は
山
岳
愛
好
家

な
ど
約
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
今
年
で
10
回
目
に
な
る
が
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合

い
に
な
れ
た
。
遠
く
は
山
口
、
徳
島
な
ど
か
ら
も
来
ら

れ
る
。
『
中
尾
さ
ん
ま
た
来
た
よ
！
』
と
よ
く
声
を
か

け
ら
れ
る
。
」
と
満
足
そ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
毛
無
山
周
辺
は
国
立
公
園
に
編
入
（
平
成
14
年
）
さ
れ
、
平
成
17
年

に
県
が
登
山
道
の
再
整
備
を
行
い
今
で
は
立
派
な
登
山
道
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
地
元
有
志
の
み
な
さ
ん
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
す
。

　
ま
た
中
尾
さ
ん
は
山
で
拾
っ
た
木
の
枝
を
利
用
し
て

立
派
な
杖
を
製
作
す
る
こ
と
も
趣
味
の
一
つ
で
、
登
山

者
へ
も
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

「
山
開
き
の
時
に
は
毎
年
50
本
ほ
ど
登
山
口
に
置
い
て

お
く
ん
だ
が
、
み
ん
な
が
気
に
入
っ
て
持
っ
て
帰
っ
て

し
ま
い
、
す
ぐ
な
く
な
る
。
」

と
苦
笑
い
さ
れ
ま
す
。

「
５
時
起
床
９
時
就
寝
、
毎
朝
飲
む
三
平
山
の
湧
き
水

と
散
歩
は
欠
か
せ
な
い
。
」
「
農
業
の
傍
ら
年
10
回
は

毛
無
山
に
登
り
、
登
山
道
の
草
刈
り
や
倒
木
の
撤
去
を

し
て
い
る
。
」

と
健
康
の
秘
訣
を
語
る
中
尾
さ
ん
は
、
山
歩
き
、
杖
の

製
作
の
ほ
か
、
風
景
写
真
の
撮
影
や
歴
史
探
訪
で
『
い

き
い
き
長
寿
』
を
実
践
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

４月下旬～５月上旬に咲く
カタクリの花 (中尾さん撮影)

(79)
さ
ん
で
す

な
か
　
お
　
　
ゆ
た
か

中
尾

豊

江
府
町

の

今
回
は

土用ダム

白
馬
の
会
開
拓
ル
ー
ト

林道

ウド山

白馬山
毛無山

1218m 1060m

八合目カタクリ広場

毛無山登山口
(サージタンク広場)

ﾐﾀｰﾗｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場

岡山県新庄村

鳥取県江府町

鳥取
県

岡山
県

Ｎ

30分

50分

10分

毛無山のバッジ
白馬の会製作販売

至
江
府
町
武
庫

日
野
郡
で
地
道
に
活
動
し
地
域
振
興
に

　
　
　
一
役
買
っ
て
い
る
人
を
紹
介
し
ま
す



県民局 2006.11

7 6

県民局2006.11

問い合わせ先

県
民
局
　
県
民
課

電
話
　
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
5

担
当
　
永
見
　
将

問い合わせ先

日
野
郡
そ
ば
研
究
会
事
務
局

（
県
民
局
　
県
民
課
）

電
話
　
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
6

担
当
　
塚
田
　
修
一

☆
日
野
郡
認
定
第
一
号

　
「
育
児
・
介
護
は
女
性
に
ま
か
せ
っ

き
り
で
は
な
く
、
男
性
も
関
わ
る
べ
き

こ
と
。
工
事
現
場
で
の
管
理
を
５
年
前

よ
り
２
名
体
制
に
す
る
な
ど
、
職
場
で

休
み
が
取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
し

て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
」

と
語
る
有
限
会
社
　
浜
本
組
　
浜
本

伸
介
社
長
。

　
「
最
盛
期
と
比
べ
現
在
の
仕
事
量
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
一

つ
の
工
事
現
場
に
２
名
の
技
術
者
を
常

駐
さ
せ
る
こ
と
は
安
全
性
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
も
必
要
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
し
、
子
供
の
こ
と
な
ど
で
急
に
休
暇

の
取
得
が
必
要
な
と
き
な
ど
は
取
り
や

す
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
女

性
従
業
員
は
全
従
業
員
37
名
の
う
ち
５

名
と
少
な
い
職
場
で
す
。

　
鳥
取
県
が
行
っ
て
い
る
※
鳥
取
県

男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
認
定
制
度

は
、
女
性
の
管
理
職
登
用
等
の
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
企
業
の
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
な
ど
、

男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
つ
く

り
を
行
っ
て
い
る
企
業
で
も
よ
い
と
分

か
り
、
今
年
３
月
に
認
定
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
日
野
郡
で
認
定
第
一
号
と
聞

い
て
驚
き
ま
し
た
。
以
前
よ
り
そ
の
都

度
、
就
業
規
則
な
ど
を
改
正
し
て
い
た

の
で
、
申
請
に
当
た
り
特
段
整
備
し
た

こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
同
社
長
。

☆
（有）
浜
本
組
の
主
な
取
組
み

○
資
格
取
得
に
要
す
る
経
費
を
合
否
に

関
係
な
く
全
額
補
助
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
助
成
制
度
を
利
用
し
て
事
務
職

の
女
性
社
員
が
２
級
土
木
施
工
管
理

技
士
の
資
格
を
取
得
す
る
な
ど
、
職

種
に
関
係
な
く
能
力
の
向
上
が
図
れ

る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
育
児
の
た
め
の
短
時
間
勤
務
制
度
が
、

法
律
の
規
定
を
上
回
る
子
ど
も
が
小

学
校
就
学
前
ま
で
取
得
で
き
る
よ
う

規
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
育
児
は
女

性
ば
か
り
に
負
担
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
男
性
も
関
わ
る
こ
と
と
の
考
え

の
も
と
、
「
子
ど
も
の
看
護
休
暇
」

の
取
得
を
会
社
と
し
て
特
に
力
を
入

れ
て
社
員
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

実
際
に
男
性
社
員
も
看
護
休
暇
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

※
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業

認
定
制
度

　
男
性
も
女
性
も
と
も
に
働
き
や
す

く
、
能
力
が
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
を
認
定

す
る
制
度
で
、
現
在
県
内
36
企
業
・

団
体
が
認
定
を
受
け
て
お
り
、
毎
回

申
請
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
企
業
へ
は
認
定
証
の
交
付
の

ほ
か
、
そ
の
取
り
組
み
を
広
く
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
向
け
、
女
性
の
少
な
い
業
種

（
建
設
業
）
な
が
ら
、
男
女
と

も
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
江
府

町
の
「
浜
本
組
」
さ
ん
で
す
。

銅賞
　　「しゃぼん玉」　古安宣夫

銀賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「名残の夏そば案内人」　細田京香

審査風景

山陰フジカラー賞
　「秋風のそば畑」　石井盛夫

※

11
月
５
日
に

江
府
町
で
開
催
し

ま
し
た
「
第
３
回

日
野
郡
新
そ
ば
ま

つ
り
」
会
場
で
は

多
く
の
人
が
入
賞

作
品
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　日野郡そば研究会では、第３回目となるそばの花などを題材としたフォト
コンテストを実施したところ、これまでで最も多い７６点の応募がありました。
たくさんの応募ありがとうございました。
　１０月１７日に写真家の渡里彰造氏に審査いただき、各賞を決定しましたのでお知ら
せします。
（金賞作品は表紙に掲載しています。）

【今後の展示予定】

１１月下旬～　根雨まちかど美術館

賞

金賞

銀賞

銅賞

佳作

佳作

佳作

佳作

佳作

佳作

佳作

佳作

佳作

佳作

朝光

名残の夏そば案内人

しゃぼん玉

秋風のそば畑

咲いた！

月のしずく

花と遊ぶ

収穫

約束－Ⅲ－

高原の「ソバ畑」

そばと少年

沿線

日南高原のそば畑

秋空に伸びるそばの花々

松本利秋

細田京香

古安宣夫

石井盛夫

亀尾茂範

野坂正昭

岡本健二

熊澤　　

橋谷俊二

小谷元伸

岩崎瑞枝

深田春男

矢田貝昭

足立啓作

日野町

伯耆町

米子市

米子市

米子市

日野町

江府町

米子市

江府町

江府町

米子市

日南町

日南町

境港市

作 品 名 氏　　名 住所

山陰フジ
カラー賞

（有）浜本組
代表者　浜本　伸介
所在地　江府町江尾1748-6
電　話　0859-75-2336
F A X　0859-75-2337
e-mail　－
http://　―

企業データ

浜 本 社 長

今では男女の役割区分
意識はありません
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福
祉
保
健
局
　
保
健
衛
生
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

２
０
３
６

担
当
　
阿
部
　
暁
子

問い合わせ先

福
祉
保
健
局
　
保
健
衛
生
課

電
話
0
8
5
9-

7
2-

２
０
３
７

担
当
　
吉
田
　
真
希
子

問い合わせ先

福
祉
保
健
局
　
担
当
　
秋
田
　
麻
美

電
話
0
8
5
9-

7
2-

２
０
３
９

県
民
局
　
担
当
　
土
井
　
一
寛

電
話
0
8
5
9-

7
2-

２
０
８
５

問い合わせ先

い
ち

さ
ん

に

　
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
糖
尿
病
を
は
じ
め
と

す
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
「
内
臓
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
運
動
」
と
「
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
食
生
活
」
な
ど
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
が
重
要
で
す
。
運
動
は
内
臓
脂

肪
を
減
ら
す
最
も
効
果
的
な
方
法
の
ひ
と
つ
で
す
。
特
に
運
動
不
足
解
消
に
は
歩

く
の
が
一
番
で
す
。
仕
事
、
家
事
、
通
勤
の
時
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
な
る
べ

く
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
腹
の
内
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪
が
た
ま

っ
た
状
態
を
内
臓
脂
肪
肥
満
と
い
い
ま
す
。

こ
の
肥
満
に
、
高
脂
血
症
や
高
血
圧
、
高

血
糖
の
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
を
あ
わ
せ
持

っ
て
い
る
状
態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
い
い
ま
す
。

運
動
習
慣
改
善
の
行
動
プ
ラ
ン

・
有
酸
素
運
動
で
脂
肪
を
燃
焼

・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
の
機
能
ア
ッ
プ

・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
で
し
な
や
か
な
体
に

メタボリックシンドローム診断基準

○内臓脂肪肥満

　おへそまわり（腹囲）

　男性85cm以上、女性90cm以上

○血圧 収縮期血圧　　 130mgHg以上

　　又は拡張期血圧　 85mgHg以上

○血糖値　空腹時血糖　110mg/dl以上

○血中脂質　中性脂肪　150mg/dl以上

　　又はHDLコレステロール 40mg/dl未満

※下記のいずれか2つ以上＋

仲よしウォーキング

ウエルビクス練習会

　
江
府
町
で
は
、
脳
卒
中
や
糖
尿
病
の
予
防
対
策
と
し
て
運
動
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ウ
エ
ル
ビ
ク
ス
運
動
は
筋
力
づ
く
り
、

有
酸
素
運
動
、
柔
軟
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
運
動
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
で
、
高
齢

者
で
も
安
全
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
は
つ
ら
つ
運
動
ク
ラ
ブ
や
あ
す
な
ろ
会
等
の
自
主
グ
ル
ー
プ
も
活
動

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
実
施
内
容

○
ウ
エ
ル
ビ
ク
ス
教
室
　
　
　
年
間
10
回
２
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
尿
病
予
備
軍
や
治
療
中
の
者

○
ウ
エ
ル
ビ
ク
ス
練
習
会
　
　
毎
週
月
曜
日
　
興
味
の
あ
る
者

○
い
き
い
き
運
動
教
室
　
　
　
年
間
10
回
　
　
柿
原
・
美
用
集
落

○
は
つ
ら
つ
実
践
運
動
教
室
　
年
間
10
回
　
　
興
味
の
あ
る
者

○
は
つ
ら
つ
運
動
ク
ラ
ブ
　
　
月
２
回
　
　
　
運
動
教
室
修
了
者

○
糖
尿
病
友
の
会
あ
す
な
ろ
　
随
時
　
　
　
　
友
の
会
会
員

　
日
野
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
感
染
の
予
防
、
差
別
や

偏
見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
郡
内
の
学
校
と
連
携
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
近
年
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者
の
年
間
新
規
報
告
数
は
１
０
０
０
件
を

超
え
て
お
り
、
こ
の
う
ち
診
断
時
に
す
で
に
エ
イ
ズ
を
発
症
し
て
い
る
者
は
約
３

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
感
染
の
発
見
が
早
け
れ
ば
治
療
の
効
果
も
上
が
り
ま
す
し
、

パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
県
内
の
各
保
健
所
で
も
休
日
や
・
時
間
外
の
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
検
査
を

受
け
る
人
の
数
は
増
加
、
検
査
が
身
近
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の

機
会
に
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
を
学
び
、
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
野
郡
内
小
・
中
学
校
と
協
力
し
、
エ
イ
ズ
予
防
の
呼
び
か
け
等
を
行
い
ま
す
。

☆
日
野
高
校
・
総
合
事
務
所
内
で
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
！

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
！

Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査
を
実
施
し
ま
す
！

そ
の
日
に
結
果
が
わ
か
り
ま
す
。

◆
と
　
き
　
平
成
18
年
12
月
４
日
（
月
）
午
後
３
時
30
分
〜
６
時
30
分

◆
と
こ
ろ
　
日
野
総
合
事
務
所
第
二
庁
舎
（
日
野
町
根
雨
７
１
―
１
）

◆
内
　
容
　
血
液
検
査
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査
、
性
感
染
症
検
査
）

◆
申
込
み
　
事
前
に
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
平
日
８
時
３０
分
〜
５
時
３０
分
　
＊
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
）

※
県
民
の
皆
様
か
ら
の
自
然
保
護
に
関

　
係
す
る
情
報
提
供
も
、
業
務
に
役
立

　
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

　
担
当
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

日
野
郡
内
の
担
当
は
、藤
原
　
敏
博
　
で
す
。

従
来
の
自
然
公
園
監
視
員
と
鳥
獣
保
護
員
の
業
務
を

行
い
ま
す
。

ふ
じ
は
ら
　
と
し
ひ
ろ

※その他にも
神戸上自然環境保全地域の巡視、野生生物及び希少野生動植物
等の生息状況調査、自然保護思想の普及啓発などの業務を行い
ます。

《自然公園関係に係る業務》
・自然公園内における動植物の違法採取等の違反
　行為の監視及び指導
　※奥日野県立自然公園、比婆道後帝釈国定公園、
　　大山隠岐国立公園の一部が含まれます。

《鳥獣保護関係に係る業務》
・鳥獣保護区及び銃猟禁止区域等の管理及び巡視
　※鵜の池・日南湖、道後山鳥獣保護区域が指定さ
　　れており、鳥獣保護区内では狩猟はできません。
・狩猟の巡視
　※有害鳥獣捕獲に係るものを含みます。

●腹囲の正しい測り方●

＊イラストは
http:/www.metabolic.jp/index.htmから引用
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集
落
の
資
源
・
環
境
を
守
ろ
う
！

〜
歴
史
的
・
文
化
的
資
産
を
訪
ね
る
〜

〜
歴
史
的
・
文
化
的
資
産
を
訪
ね
る
〜

　
日
野
川
水
系
小
原
川
（
日
南
町
茶
屋
）
に
あ
る
ダ
ム
（
高
さ
６
・
９
ｍ
、
幅
32
・
５

ｍ
）
。
台
帳
に
よ
る
と
昭
和
44
年
に
施
工
さ
れ
て
お
り
、
通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

ダ
ム
と
は
違
っ
て
、
ダ
ム
中
央
部
（
幅
６
ｍ
）
が
鋼
製
の
ス
リ
ッ
ト
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
比
較
的
め
ず
ら
し
い
ダ
ム
形
式
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
構
造
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
有
害
な
土
砂
（
例
え
ば
一
時
的
に
発
生
し
た
土
石

流
）
等
を
せ
き
と
め
、
下
流
へ
の
流
出
（
被
害
）
を
防
ぐ
と
同
時
に
、
通
常
時
に
発
生

す
る
土
砂
（
普
段
か
ら
自
然
に
流
下
す
る
土
砂
）
は
ス
リ
ッ
ト
間
か
ら
下
流
に
流
出
さ

せ
、
ダ
ム
下
流
や
長
い
年
月
を
か
け
て
到
達
す
る
海
へ
の
土
砂
の
供
給
を
妨
げ
な
い
こ

と
で
す
。
こ
う
い
っ
た
構
造
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
環
境
に
や
さ
し
い
ダ
ム
と
な

っ
て
い
ま
す
。
（
写
真
は
ダ
ム
に
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る
様
子
）

問い合わせ先

県
土
整
備
局
　
維
持
管
理
課

電
話
　
0
8
5
9-

7
2-

2
0
4
6

担
当
　
金
子
　
聡

問い合わせ先

農
林
局
　
地
域
整
備
課

電
話
　
0
8
5
9-

7
2-

2
0
1
3

2
0
1
4

担
当
　
美
田
俊
一
、
藤
縄
和
彦

日
野
郡
の
農
村
、
田
舎
の
風
景
・
自
然
環
境
な
ど
、
皆
様
の
地
域

の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
集
落
の
共
同
活
動
で
守
り
ま
せ
ん
か
！

あ
な
た
の
地
域
の
将
来
は
大
丈
夫
？

　
・
こ
れ
ま
で
は
集
落
の
共
同
活
動
に
よ
り
、
水
路
や
農
道
な
ど
が
保
全
管
理
さ

　
　
れ
て
き
ま
し
た
。

　
・
い
ま
、
集
落
で
は
高
齢
化
や
農
家
・
非
農
家
の
混
住
化
の
進
行
た
め
、
農
地

　
　
や
水
路
な
ど
を
守
る｢

ま
と
ま
り｣

が
弱
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
・
こ
れ
か
ら
の
集
落
の
機
能
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
の
取
組

　
　
が
必
要
で
す
。

　
平
成
19
年
度
か
ら｢

農
地
や
水
路
・
農
道
な
ど
を
守
る
共
同
活
動
を
支
援
す
る
新

し
い
制
度｣

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

〔
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
概
要
〕

　
①
非
農
家
も
含
め
た｢

共
同
の
保
全
活
動｣

へ
の
支
援

「
共
同
の
保
全
活
動
と
は
？
」

　
水
路
や
農
道
の
草
刈

　
り
や
清
掃
な
ど
、
こ

　
れ
ま
で
の
保
全
活
動

　
に
加
え
て
、
施
設
を

　
長
持
ち
さ
せ
る
よ
う

　
な
手
入
れ
や
農
村
の

　
自
然
や
景
観
を
守
る

　
地
域
共
同
活
動

　
②
化
学
肥
料
と
農
薬
の
使
用
を
大
幅
に
減
ら
す
な
ど
の｢

環
境
に
や
さ
し
い
農

　
　
　
業｣

へ
の
支
援

　
　
　
な
お
、
支
援
の
内
容
や
要
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
途
問
い
合
わ
せ

　
　
く
だ
さ
い
。

　
支
援
を
受
け
る
に
は
？

　
　
○
活
動
組
織
の
対
象
地
域
を
ま
と
め
ま
す
。

　
　
○
非
農
家
も
含
め
た
活
動
組
織
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
○
活
動
組
織
の
規
約
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
○
五
年
間
の
活
動
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
○
活
動
計
画
や
資
金
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
町
と
協
定
を
結
び
ま
す
。

　
　
○
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
○
さ
あ
活
動
を
計
画
ど
お
り
に
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
○
活
動
の
実
施
状
況
を
記
録
し
、
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
事
業
の
主
体
は
地
域
住
民
の
方
々
で
す
。
活
動
に
つ
い
て
も
で
す
が
、
そ

の
計
画
や
組
織
も
地
元
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
の
質
問
や
ご
相
談

は
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

水路の泥上げ・清掃

水路の目地補修

水路沿いに花の植付

生き物調査の実施

（
日
南
町
・
茶
屋
）

http://www.infosakyu.ne.jp/sekisetsu/
http://www.infosakyu.ne.jp/sekisetsu/i/

「除雪にあたってのお願い」
・除雪の妨げになる路上
　駐車は止めてください
・車道への雪出しは止め
　てください
・早めのチェーン装着を
　お願いします
・トラックはダブルチェーン
　を装着してください

昨年の除雪風景

携帯用
ＱＲコード

（パソコン）
（携帯電話）

　
今
年
も
雪
の
シ
ー
ズ
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
鳥
取
県
で
は
12
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月
31
日
ま
で
を
除
雪
期
間
と
し
て

い
ま
す
。

　
除
雪
作
業
が
終
わ
る
ま
で
の
間
は
、通
行
さ
れ
る
方
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10a当たり助成金
水田＝４,４００円
畑 ＝２,８００円
草地＝ ４００円
国:地方＝50%:50%
※）農振農用地が交付金
算定の対象となります。
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　◆第3期委員の第1回会議の意見に対する県の処理方針等について　
　平成18年8月6日（日）に開催した「第1回鳥取県日野郡民行政参画推進会
議」での意見に対する県の処理方針等については、次ページ以降に掲載して
おります。

県
民
局
県
民
課
　
担
当
　
三
木

電
話
0
8
5
9-

7
2-

2
0
8
4

問い合わせ先

【
次
回
会
議
は
…
】

　
　
　
日
　
時
：
平
成
18
年
12
月
２
日
（
土
）
10
時
か
ら

　
　
　
場
　
所
：
日
野
総
合
事
務
所
大
会
議
室

　
会
議
で
は
、
郡
民
会
議
の
進
め
方

に
つ
い
て
議
論
を
さ
れ
、
多
様
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
る
中
で
、
今
後
の
会

議
の
進
め
方
を
検
討
す
る
た
め
、
代

表
に
よ
る
「
運
営
委
員
会
」
を
設
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
３
期
委
員
の
第
２
回
目
の
郡
民
会
議
を
、
10
月
７
日
（
土
）
に
日
野
総
合
事
務

所
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回
会
議
で
は
、
「
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
」
「
少
子
化
、

農
業
後
継
者
不
足
に
つ
い
て
」
等

の
特
定
テ
ー
マ
に
つ
い
て
日
野
郡

地
域
の
課
題
と
い
う
視
点
で
広
く

意
見
交
換
を
さ
れ
ま
し
た
。

運営委員会について

　構成（８名）

　会長、会長代理、各町２名

　役　割

　会議運営について少人数で検討
をする。

◆第2回会議の意見について

　第2回会議で出た県政への
意見については、日野総合事
務所ホームページに掲載して
おります。
　また議事録は総合事務所に
おいて閲覧できます。

　
主
な
発
言

【
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
】

○
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
は
な
か

　
な
か
地
元
と
交
流
が
で
き
な

　
い
。
昔
か
ら
の
田
舎
の
風
土

　
が
障
害
の
一
つ
に
な
っ
て
い

　
る
の
で
は
。

○
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
で
高
齢
者
を
引

　
き
受
け
た
町
で
は
、
介
護
保

　
険
料
な
ど
の
負
担
は
若
い
人

　
に
行
く
。
親
を
み
る
べ
き
人

　
は
町
外
で
非
常
に
不
義
を
感

　
じ
る
。

【
少
子
化
】

○
教
育
に
お
金
が
か
か
る
。
一

　
時
金
で
は
だ
め
、
教
育
に
お

　
金
が
か
か
ら
な
く
な
れ
ば
、

　
も
う
少
し
子
供
が
多
く
て
も

　
と
は
思
う
。

（平成18年８月６日開催）

　各種会合メンバーにできるだけ
過去からの経緯をわかっている高
齢者を参加させ発言の場を設けて
欲しい。

　県では、情報公開はホームページ
のように一方的に情報を流すこと
が情報公開と思っているようだ。
　日野郡のように高齢化とか過疎
化が進むところでは、その情報をど
のように具体的に相手に伝えるか
ということが必要ではないか。
　流しっ放しは、私は情報ではない
と思っている。

　私は韓国出身で、高校3年生の息
子が1人おり、修学後の進路の問題で、
韓国国籍で国家公務員として採用
の範囲がどこまでとかわからず、友
達や先輩らに聞いたりして研究し
ている。
　同じ立場の人がいっぱいいると
思うが、どこで聞けばいいかもわか
らないような者（在住外国人）に、詳
しくわかるようにアドバイスして
もらえるところが欲しい。

　鳥取県文化芸術活動支援交付金の
申請で、不採択理由に、「選定委員会
の審査の結果、交付金の対象となる
レベルに達していないと判断された
ため」という誤解を招きやすい表現
があった。
　申請をされた方は、腹立たしい思
いを感じておられるようである。
　その「レベルに達していない」とい
う審査基準を明らかにしていただき
たい。また、こういう表現の仕方の訂
正をお願いしたい。

　今後とも、会合の主旨や目的を
踏まえ、効果的な参加者への募集
周知に努めて参ります。
　また、日野郡在住の高齢者の方
にも積極的に会合等に御参加の上、
議題についての背景や経緯につい
て御発言いただきますようにお願
いしたいと思います。

　今後とも、県民のご意見をうか
がいながらわかりやすく、適切な
時期に広報するよう一層努めてま
いります。

　在住外国人支援については、一
義的には基本的な行政サービスを
提供する市町村が窓口であり、国
際交流財団、民間レベルで活動さ
れている町単位の国際交流協会な
どでサポートを行っています。
　さらにきめ細かいサポートを提
供するためには、町単位の国際交
流協会の機能充実、地域社会にお
ける積極的な取り組みが必要と考
えます。

会議意見 現状・経過 処理方針等

1　各種会合において高齢者を加えることについて

会議意見 現状・経過 処理方針等
2　情報公開について

会議意見 現状・経過 処理方針等
3　在住外国人への支援について

会議意見 現状・経過
4　鳥取県文化芸術活動支援交付金について

　各種会合の参加者の募集の際には、会
合の主旨や目的が十分に達成できるよ
うな方法に努めています。
　例えば、本郡民会議の募集に際しても、
できるだけ幅広い年齢層に応募してい
ただけるように、パンフレットの全戸配
布やマスコミの活用、町役場の防災無線
の放送等をしました。
　「若い人が中心」になるというご指摘で
すが、郡民会議などを見ますと、第3期も
40歳未満の優先枠が6人ありましたが、実
際には定数を割っている現状があります。

　県の施策や県が行う催しなどについては、
インターネットを利用したホームページ
で公開しているだけでなく、広報紙、テレビ、
新聞、ラジオ、チラシなど様々な媒体を活
用し、県民の皆様に情報提供しております。
　また、各総合事務所県民局でも、地域
に近いところで、身近な情報をよりきめ
細やかに提供しております。

　財団法人鳥取県国際交流財団において、
在住外国人が気軽に生活上の相談がで
きるよう、国際交流コーディネーターを
配置しています。

　【お知らせ】
　以下の郡民会議で出た意見及び県の処理方針については、読みやすさやページ数の観点から、
鳥取県日野総合事務所において必要に応じて要約をしておりますのでご承知ください。
　なお、正式な内容については、日野総合事務所のホームページに掲載しております。

　鳥取県文化芸術活動支援交付金につきましては、選定委員会で交付目的の適合性を
審査する基準を策定し、計画提出者にあらかじめお知らせするとともに、募集期間中公
表しておりました。（基準については総合事務所ホームページに搭載しております。）
　この基準では、「県外に対しても遜色のないレベルであること」「活動及び内容が独
自性を有し、斬新な発想と卓越したレベルの創造性が認められること」など、一定の
要件を満たすことを対象事業に求めており、選定委員会ではこの基準に照らし審査
を行い、その結果をもとに県文化観光局長が採択の可否を決定いたしました。
　その後、計画提出者の方々に採択の可否の結果を通知する際に、選定の公平性・透明
性を確保するため、審査基準に照らした不採択理由を併せてお知らせしたところです。
　表現の仕方の訂正をという御意見ですが、県としては説明責任を果たすことが重
要と判断し、審査基準に照らした不採択理由を明記の上、通知をさせていただいたも
のですので、御理解いただきたいと考えています。
　不採択となった計画提出者の皆様の活動については、本交付金の対象とはなりま
せんでしたが、県としては、非常に意義深い取組みであると認識しており、今後の活
動の発展を期待しております。
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　今回、大雨で日南町矢戸地区にも
かなりの被害があったが、いろんな
ところ被害があったのは、山から切
り捨て間伐の木材が出て、それが水
路に詰まったりした被害が大変多か
ったのではないかと感じたので、住
居の周りの辺は考慮していただいた
らと思う。

　子供の大学進学で県の奨学金のお
願いをした。締め切りが4月28日だ
ったが、実際に決まるのは6月の末
だった。
　困っておられる方がいたら、もっ
と早く対応しないといけないと思う。
書類も本当に面倒。

　今の子供は、近所の人をよくする
とか、高齢者の人に声かけたりする
とか、そういうことに日常的に余り
関心がないのが実感。
　子供の時期に、他人の思いやりとか、
そういう優しい心を引き出すような
ことを、例えば夏休みにボランティ
アノートとか、そういうものを設け
て計量的に時間とか、何日間とか、を
つけるような形に持っていけば、自
然とボランティア精神が身につくと
思う。
　そうすれば自然と大人になってか
ら、気軽にボランティアに参加しす
るようになると思う。
　子供が本当に目覚める時期に、知
識のみじゃなくて、ボランティア活
動ということにも関心を向けるよう
な形をとっていただければどうかな
と思う。

　今回の大雨での樹木流出の特徴は次の
とおりでした。
・間伐の実施・未実施区域に関わらず、木
が　流出しています。
・根付きの立木、腐朽した木の流出が多く
　見られます。
・斜面にある間伐木が下流に押し流され
た　形跡はみられません。

　これらの特徴が見られた原因としては、
7月の梅雨前線豪雨により、渓流の流量が
増加したことで渓岸浸食が発生し沢に落
ち込んでいた、過去の台風・雪害等で被災
した倒木などが、土砂とともに下流に押
し流されたものと考えられます。

　育英奨学金は就学意欲はあるものの経
済的理由により進学を断念せざるを得な
い方に就学資金を貸与する制度であり、
成績要件、所得要件に基づき選考会によ
り貸与者を決定しております。
　申請書について、本年度は4月28日まで
に卒業高校に提出いただき、卒業高校か
ら推薦書とともに県教育委員会へ提出し
ていただきました。
　入学式が4月下旬の私立大学もあり、そ
れにあわせて申請書提出期限等のスケジ
ュールを設定しておりますが、例年、在学
証明書や所得証明書等の添付書類の不備
が多く、貸与決定が7月にずれ込んでおり
ました。早期の貸与決定を望む声がある
ことから、本年は6月末に貸与決定を行っ
たところです。

　学校での様々な教育活動の現状把握の
ために実施している「平成17年度学校教
育の成果と課題」の結果によると、ほぼ全
ての公立小学校・中学校において、各教科
や総合的な学習の時間などで、『地域の保
育所や施設との交流活動』『地域の清掃・
美化活動』『地域の福祉関係行事への参加』
などのボランティア活動に取り組んでい
る現状が見られます。
　また、多くの学校では、休日や長期休業
中などには、家庭や地域でのボランティ
ア活動に進んで取り組んでいくよう働き
かけをしているところです。
　さらに、「豊かな体験活動推進事業（文
部科学省の指定事業）」を受けている2市
町村（倉吉市2校、日野町4校）や、9校の研
究推進校（日置小、俣野小、河北中、鳥取湖
陵高校、西郷小、青谷小、中郷小、日置谷小、
勝部小）では、地域におけるボランティア
など社会奉仕に関わる体験活動のモデル
的な取組を試行しているところです。

・災害に強い健全な森林を造成する
　ため、間伐等の森林整備について早
　期実施の必要性を普及・啓発します。
・間伐作業においては、沢に伐採木を
　倒し込まないよう森林所有者等へ
　の周知を図ります。
　（林業改良指導員による地元説明
　会や現地研修及び日野総合事務所
　だより等を活用）
・県営事業については、仕様書で沢へ
　間伐木を倒し込まないよう明示し
ま　す。
｛県営林事業、とっとり環境の森緊
　　急整備事業、保育事業（本数調整
　　伐）｝

　大学入学後に申請いただく場合の
貸与決定は、現在より早めることは
できないと考えています。
　なお、育英奨学金（大学分）につい
ては、高等学校在学中に申請できる
予約制度があり、
　㈰安心して受験勉強に専念できる。
　㈪大学入学後に直ちに奨学金を受
　　けることができる。
といったメリットがあります。
　各高等学校を通じて周知している
ところですが、更に周知を図りたい
と考えています。

　2月に開催する鳥取県教育研究発
表会において、文部科学省指定事業「豊
かな体験活動推進事業」の推進地域・
推進校の実践発表を行い、県内の学
校にその成果を還元することにより、
ボランティア活動の意義等の周知を
図っていきたいと考えています。

会議意見 現状・経過 処理方針等

8　切捨て間伐について

9　県の奨学金制度について
会議意見 現状・経過 処理方針等

会議意見 現状・経過 処理方針等

10　子供のボランティア活動の促進について

　子育て支援で乳幼児健診が、鳥
取県等は乳児健診の目的みたいな
ものが、発育、発達をただチェック
するという形になっているところ
がまだまだ多いので、子育て支援
の一環としての乳児健診のあり方
というのを県政としても考えてい
ただきたい。

　今回の障害者アンケートについ
ては、精神障害者を対象にした内容
が非常に多くて、ほかの障害者に対
するアンケート項目が非常に少な
かった。
　このアンケートに対する調査さ
れたことがいつ発表されて、どの
ようにそういったものをこの障害
者に対する施策の中で生かされて
いくのかを聞かせて欲しい。

　林道とか、農免道路とかを工事
をするとき、水を切るＵ字管とか、
現地の設計が机上でなくてもう少
し現地に合わせたものがしてあっ
たらと思う。
　せっかく途中までつけた農免道
路が、また今年の7月の雨で流れて
もとに戻ってるような状態がたく
さんあるので、そういうところを
もう少しお願いしたい。

　乳幼児健診は、発育発達の診査のみな
らず、育児不安など養育上の問題の発見
と支援を行う、県・市町村の重要な母子
保健サービスとして取り組んでいます。
　具体的には、健診結果に基づき、保健師・
栄養士・歯科衛生士・臨床心理士などの
専門職が保護者の相談や保護者同士の
交流促進等により、子どもたちの健やか
な成長を支援しています。
　日野郡内の町では、健診会場に母子同
士が一緒に遊び、交流する場を持ち、さら
に育児学級のような場へつなげ、アロマ
マッサージ等を通じ、お母さん同士の交
流をしていただく中で、安心して子育て
をしていただく取り組みもなされています。
　また、健診会場において、「乳幼児の転
倒防止」等のミニ教育を盛り込んだり、
ブックスタート（絵本の読み聞かせ）事
業として、発達に合わせた絵本の紹介、
配布等の取り組みも行われています。

　窓山線の新屋工区は平成11年から改
築工事（既設林道の幅員拡張）を進めて
おり、ご指摘のあった区間は、平成18年
度に舗装工事（延長440ｍ）を行う予定
の箇所です。
　7月の梅雨前線豪雨で、道路表面の土
砂が浸食される被害を受けましたが、車
両の通行に支障がでないよう、速やかに
路面補修を行いました。
　現在では舗装工事も完了し、路面浸食
の恐れは解消されています。

　平成17年3月に策定された「と
っとり子ども未来プラン（鳥取県
次世代育成支援計画）」においても、
「母子保健・医療の充実」を重点施
策のひとつに掲げており、今後も
子どもたちが心身ともに健やかに
育つために一層充実させていきた
いと考えています。
　現在、乳幼児健診は市町村が実
施主体として行われていますが、
県としても、「鳥取県母子保健対策
協議会」において、市町村で実施さ
れている健診の状況を把握すると
ともに、子育て支援を強化するた
めの「5歳児健康診査実施体制整備
事業」を実施しています。
　今後も、市町村において子育て
支援が一層推進されるよう支援を
していきたいと考えています。

　降雨等による被災を少なくする
ためには早期に舗装することが必
要ですが、舗装は土工事が終わっ
て1～2年後となりますので、排水
対策には、注意を払っているとこ
ろですが、今後とも、現地状況をよ
く調査し、排水対策を行ってまい
りたいと考えています。

会議意見 現状・経過 処理方針等

5　乳幼児健診について

6　障害者アンケートについて
会議意見 現状・経過

会議意見 現状・経過 処理方針等

7　林道等の整備について

　ご指摘のアンケートは、障害のある方の実態やニーズに関する調査を行っ
たもので、今年度中に県が結果報告書を取りまとめることとしていますが、
各市町村ごとの集計結果は、当該市町村へ本年10月に送付しています。
　今回のアンケート調査については、身体障害・知的障害のある方と精神障
害の方とはそれぞれ異なる内容になっております。
　なお、この調査を踏まえ、各市町村は、市町村障害福祉計画を平成19年3月
までに策定し、県は、市町村障害福祉計画を踏まえ、鳥取県障害福祉計画を策
定します。
　市町村障害福祉計画には、平成23年度末まで実現させる障害福祉サービス
の基盤整備の数値目標を具体的に設定することとなっており、毎年、数値目
標をどれだけ実現したかを評価します。
　市町村は、障害のある方等の意見を聴いた上で障害福祉計画を策定するこ
とが求められています。障害のある方にとって住みやすいまちづくりのため、
この機会に、障害のある方や御家族の声をお住まいの町へお寄せください。
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教
育
実
習

文
化
の
秋
！
と
い
う
こ
と
で･･･

　
今
回
は
我
が
校
の
文
化
事
業
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
域
の
祭
り
に
参
加
し
て

　
　
郷
土
芸
能
部
顧
問
　
林
原
　
和
子

　
十
月
七
日
に
は
妻
木
晩
田
遺
跡
で

行
わ
れ
た
「
秋
麗
ま
つ
り
」
で
十
月

十
四
日
に
は
大
山
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
大
山
子
供
を

育
て
る
会
」
で
、
十
月
十
五
日
に
は

黒
坂
小
学
校
の
体
育
館
で
行
わ
れ
た

「
菅
福
・
黒
坂
地
区
敬
老
会
」
で
、

そ
れ
ぞ
れ
荒
神
神
楽
の
公
演
を
行
い

ま
し
た
。

　
野
外
テ
ン
ト
で
あ
っ
た
り
、
狭
か

っ
た
り
と
三
ヵ
所
と
も
決
し
て
条
件

の
よ
い
会
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
観
客
の
方
と
と
て
も
近
い
距

離
で
舞
う
こ
と
が
で
き
、
生
徒
達
は
、

熱
い
も
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
感

激
し
て
い
ま
し
た
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ま
た
、
高
齢
者
の
方
や
幼
児
な
ど

異
世
代
と
の
交

流
も
よ
い
刺
激

と
な
り
、
紙
芝

居
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
す
る

な
ど
、
い
つ
も

の
公
演
と
は
一

味
違
う
演
出
も

楽
し
み
ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
石
黒
　
信
行

　
十
月
六
日
（
金
）
か
ら
八
日
（
日
）

に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
講
師
陣
に

全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
り
演
奏
活

動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
呼
び
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
受
講
は
本
校

生
徒
の
他
に
、
合
唱
部
門
に
は
米
子

西
高
校
・
一
般
合
唱
団
「
お
し
ど
り

た
ち
」
、
弦
楽
部
門
に
は
米
子
東
高
、

吹
奏
楽
部
門
に
は
日
野
中
学
校
・
溝

口
中
学
校
・
岸
本
中
学
校
の
皆
さ
ん

も
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
ど
の
部

門
も
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
そ

れ
ぞ
れ
実
の
あ
る
講
習
会
に
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
一
堂
に
会
し
て
の
成

果
発
表
会
は
、
日
野
高
校
の
生
徒
た

ち
を
は
じ
め
参
加
者
全
員
が
こ
の
音

楽
体
験
を
通
し
て
成
長
で
き
た
と
思

え
る
内
容
の
演
奏
で
し
た
。

学
校
祭
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
生
徒
部
　
廣
田
　
省
治

　
八
月
末
か
ら
三
日
間
、
第
五
回
日

野
高
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
青
春
リ
バ
ー
ス
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
生
徒
た
ち
は
高
校
生
活

の
思
い
出
づ
く
り
に
一
生
懸
命
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
文
化
の
部
で
は
、
ク
ラ
ス
や
文
化

部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
様
々
に
工
夫

を
こ
ら
し
、
夏
休
み
を
か
け
て
の
練

習
の
成
果
を
見
事
に
表
現
し
、
そ
の

他
の
催
し
や
模
擬
店
で
も
お
互
い
が

協
力
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
し
た
。
体
育
の
部
で
は
、
二
十
二

人
二
十
三
脚
競
争
や
綱
引
き
な
ど
団

体
種
目
を
多
く
取
り
入
れ
、
ク
ラ
ス

の
団
結
力
を
発
揮
し
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
は
充
実
し
た

も
の
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
祭
を
陰
で
支
え
た
執
行
部
員

た
ち
、
そ
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

進
路
室
よ
り

　
　
　
　
　
進
路
担
当
　
福
田
　
智
恵

　
「
失
礼
し
ま
す
」
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
面
接
練
習
の
大
き

な
声
が
廊
下
や
教
室
の
あ
ち
こ
ち
で

響
い
て
い
る
。
職
員
室
で
も
数
学
や

英
語
の
学
科
試
験
の
個
人
指
導
を
受

け
て
い
る
姿
を
毎
日
の
よ
う
に
見
か

け
る
。

　
就
職
試
験
は
九
月
の
山
場
を
越
え

て
現
在
の
と
こ
ろ
応
募
者
の
七
割
六

分
の
内
定
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ

例
年
並
み
の
結
果
で
あ
る
。

　
一
方
、
進
学
は
十
月
か
ら
推
薦
入

試
の
受
け
付
け
が
始
ま
っ
た
。
少
し

ず
つ
結
果
が
出
始
め
て
い
る
が
、
入

試
は
こ
れ
か
ら
が
重
要
な
時
期
と
な

る
。

　
粘
り
強
く
、
全
員
の
内
定
と
合
格

を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
以
上
の
よ

う
な
進
路
室

状
況
が
十
月

二
十
二
日
の

県
立
武
道
館
、

十
月
二
十
五

日
の
日
野
高

校
で
の
学
校

報
告
会
で
報

告
さ
れ
ま
し

た
。

豊
か
な
体
験
活
動

　
黒
坂
小
学
校
一･

二
年
生
と
日
野
高

生
と
の
交
流
も
今
年
で
三
年
目
と
な

り
ま
し
た
。今
年
は
根
雨
小
学
校
の

一
年
生
も
参
加
し
、サ
ツ
マ
イ
モ
の

植
え
付
け
・
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
春
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
も

十
月
の
収
穫
の
時
期
に
は
大
き
く
育

ち
、
中
に
は
顔
ほ
ど
の
大
き
さ
に
成

長
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
も
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
収
穫
後
、
自
分
た
ち
で
堀
っ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
蒸
か
し
、
食
べ
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
一

人
で
二
本
三
本
と
食
べ
て
い
る
児
童

も
い
ま
し
た
。
持
ち
帰
る
際
も
、
袋

い
っ
ぱ
い
に
芋
を
詰
め
込
ん
で
い
ま

し
た
。

　
今
回
の
交
流
を
通
し
て
、
農
業
の

楽
し
さ
や
大
変
さ
を
少
し
で
も
知
っ

て
貰
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

田
ん
ぼ
の
学
校

　
今
年
も
本
校
黒
坂
施
設
の
田
ん
ぼ

を
利
用
し
、
田
ん
ぼ
の
学
校
を
開
講

し
た
。
本
年
は
二
家
族
の
参
加
と
な

り
、
六
月
、
田
植
え
を
行
っ
た
。
収

穫
ま
で
の
間
、
水
田
雑
草
の
勉
強
や

ヒ
エ
取
り
、
水
田
周
辺
の
草
刈
な
ど
、

多
く
の
農
作
業
の
体
験
も
実
施
し
た
。

　
九
月
、
収
穫
の
時
期
を
む
か
え
、

稲
を
手
刈
り
し
、
ハ
デ
に
掛
け
作
業

を
行
っ
た
。
大
変
な
作
業
だ
っ
た
が
、

自
分
た
ち
が
管
理
し
て
来
た
稲
だ
け

あ
っ
て
楽
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
最
後
の
収
穫
祭
で
は
校
内
の
野
菜

を
利
用
し
、
新
米
に
あ
っ
た
料
理
を

そ
れ
ぞ
れ
が
作
り
、
食
べ
て
収
穫
を

喜
ん
だ
。

　
黒
坂
施
設
か
ら
は
、
二
つ
の
農

業
体
験
を
通
じ
た
交
流
活
動
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　
担
当
　
高
垣
　
寛
明
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す
べ
て
が

　
　
処
罰
の
対
象
！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

黒
坂
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

サ
イ
ミ
ン（
Ｓ
Ｆ
）商
法
と
は

　
催
眠
商
法
と
は
、販
売
員
が
家
庭
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、主
婦
や
高
齢
者
を
会
場

に
集
め
、日
用
品
な
ど
を
次
々
に
無
料
で
配
り
、熱
狂
的
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
、

最
終
的
に
は
高
額
な
布
団
、（
温
熱
治
療
器
等
の
）医
療
器
具
な
ど
を
売
り
つ
け
る
商

法
で
、多
数
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

　
あ
る
日
、自
宅
に
業
者
の
男
性
が
や
っ
て
来
た
。

　「
近
所
に
新
し
く
店
を
出
す
。宣
伝
の
た
め
、色
ん
な
商
品
を
配
る
か
ら
来
て
欲
し

い
。」と
し
つ
こ
く
誘
わ
れ
気
軽
に
出
か
け
た
。

　
会
場
で
は
、次
々
と
無
料
で
品
物
が
配
ら
れ
、次
第
に
会
場
の
雰
囲
気
が
興
奮
に
包

ま
れ
て
い
っ
た
。

　
最
後
に
特
別
価
格
で
提
供
す
る
と
い
っ
て
、業
者
が
温
熱
ヒ
ー
タ
ー
を
し
き
り
に

勧
め
た
。

　
結
局
、そ
の
場
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
て
温
熱
ヒ
ー
タ
ー
を
契
約
し
、自
宅
に
持
ち
帰

っ
た
も
の
の
、冷
静
に
な
っ
て
み
る
と
、や
っ
ぱ
り
不
要
な
の
で
解
約
し
た
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

①
し
つ
こ
く
会
場
に
誘
わ
れ
て
…
　
↓
最
初
に
き
っ
ぱ
り
と
断
る
！

会
場
に
行
く
と
、粗
品
等
の
何
十
倍
も
の
高
額
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
た
り
、高
額
な
商

品
を
購
入
す
る
ま
で
、会
場
か
ら
帰
ら
せ
て
も
ら
え
な
く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

②
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
！
　
↓
契
約
書
面
が
交
付
さ
れ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無
条
件
解
約
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

ク
ー
リ
ン
グ･

オ
フ
期
間
経
過
後
も
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、で
き
る

　
だ
け
早
く
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
鳥
取
県
生
活
環
境
部
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
西
部
消
費
生
活
相
談
室

　
　
　
米
子
市
末
広
町
2
9
4（
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ
）

　
　
　
　
電
話
0
8
5
9
ー
3
4
ー
2
6
4
8
・
2
6
6
8

　
第
四
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
が
決
定
！

　
第
四
回
日
野
川
源
流
米
コ
ン
テ
ス
ト
食
味
鑑
定
会
・
表
彰
式
が
、十
一
月
一
日（
水
）

に
日
野
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、生
産
者
、農
協
等
関
係
機
関
、米
卸
業
者
等
が
参
加

し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
審
査
結
果

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
百
二
十
一
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
の
審
査
は
三
種
類
の
食
味
計
で
食
味
値
を
計
測
し
ま
し
た
が
、食
味
レ
べ
ル
が
高

く
、特
に
上
位
者
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の
で
し
た
。審
査
方
法
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
食
味

計
の
最
高
得
点
者
を
最
優
秀
賞
候
補
と
し
て
選
抜
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
は
コ
ン
テ
ス
ト
当
日
の

来
場
者
に
実
際
に
お
米
を
食
べ
て
い

た
だ
き
、一
番
評
価
の
高
い
も
の
と
し
、

残
り
の
二
点
を
優
秀
賞
と
し
て
表
彰

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、三
つ
の
食
味
計
で
安
定
し

て
高
得
点
を
マ
ー
ク
し
た
三
点
を
奨

励
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
者
の
方
々

【
最
優
秀
賞
】
舩
越
　
勲
　
さ
ん
（
日
南
町
）

【
優
秀
賞
】
久
木
　
育
雄
さ
ん
（
江
府
町
）

　
　
〃
　
　
　
加
藤
　
茂
子
さ
ん
（
江
府
町
）

【
奨
励
賞
】
川
上
　
宏
　
さ
ん
（
江
府
町
）

　
　
〃
　
　
　
千
藤
　
秀
治
さ
ん
（
江
府
町
）

　
　
〃
　
　
　
川
上
　
直
樹
さ
ん
（
日
野
町
）

★
飲
酒
運
転
四（
し
）な
い
運
動
の
実
践

　
・
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い

　
・
運
転
す
る
人
に
酒
を
す
す
め
な
い
・
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い

★
飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
！
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

　
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。乗
る
な
ら
飲
む
な
。

★
飲
酒
運
転
の
共
犯
者
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
・
車
を
運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
る
行
為

　
・
酒
を
飲
ん
で
る
人
に
車
を
貸
す
行
為

　
・
飲
酒
運
転
す
る
よ
う
そ
そ
の
か
す
行
為

★
飲
酒
後
の
時
間
の
目
安
は
な
い
。飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
こ
と

体
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
意
外
と
分
解
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。自
分
は
強
い
か
ら
等

と
安
易
な
判
断
は
禁
物
で
す
。

※
黒
坂
警
察
署
の
警
察
安
全
相
談
窓
口

　
　
代
表
電
話
　
０
８
５
９
（
７
４
）
０
１
１
０

西
部
教
育
局
　
日
野
郡
地
域
教
育
担
当

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
２
０
７
５

担
当
　
清
水
　
和
祥

問い合わせ先

　
今
年
四
月
に
行
わ
れ
た
基
礎
学
力
調
査
の
分
析
結
果
が
、
鳥
取
県
教
育
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
昨
年
と
今
年
の
小
学
三
年

生
の
平
日
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
の
変
化
を
見
て
み
ま
し
た
。

　
県
は
ほ
と
ん
ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
野
郡
は
明
ら
か
に
視
聴
時
間
が
増

え
て
い
ま
す
。
実
は
、
今
年
の
小
三
の
視
聴
時
間
は
、
昨
年
十
一
月
の
小
二
時
点

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
五
時
間
以
上
が
三
％
、
五
時
間
未
満
が
五
％
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
郡
内
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も

日
野
郡
三
町
の
教
育
委
員
会
等
の
協
力
の
も
と
、
郡
内
の
保
育
所
（
園
）
、
小
・

中
学
校
の
す
べ
て
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
今
月
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大切です！
生活リズムや家庭・
社会のマナー

0%

10%

20%

30%

2005郡 14% 21% 19% 10% 16% 9% 5% 6% 0%

2006郡 9% 6% 16% 23% 13% 7% 9% 18% 0%

2005県 15% 12% 18% 18% 12% 7% 5% 10% 3%

2006県 15% 12% 18% 20% 12% 8% 5% 10% 0%

見な
い

３０分
未満

１時間
未満

２時間
未満

３時間
未満

４時間
未満

５時間
未満

５時間
以上

無回
答

鳥取県教育委員会ホームページ
http://www.pref.tottori.jp/kyouiku/

テレビ等の視聴時間（平日・小３）

小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
…
…

　
可
燃
ご
み
の
量
を
約
327
㎏
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
購
入
の
推
進

■
環
境
配
慮
型
商
品
の
購
入

　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

■
不
要
な
照
明
の
消
灯
（
昼
休

　
憩･

日
中
の
窓
側･

ト
イ
レ
等
）

■
冷
暖
房
の
適
正
温
度
管
理

　
（
夏
28
℃
、
冬
18
℃
）

■
待
時
間
の
際
の
公
用
車
ア
イ

　
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

■
不
要
な
Ｏ
Ａ
機
器
の
電
源
Ｏ

　
Ｆ
Ｆ

■
夏
期
の
軽
装(

ク
ー
ル
ビ
ズ)

　
廃
棄
物
の
減
量
化

■
両
面
コ
ピ
ー
、庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

　
活
用
等
用
紙
使
用
量
の
削
減

■
古
紙
回
収
等
リ
サ
イ
ク
ル
の

　
推
進

■
ペ
ー
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ

　
ス
ト
の
分
別
回
収

■
分
別
排
出
の
徹
底
等

■
ゴ
ミ
箱
は
各
部
屋
に
１
個

■
割
箸
は
回
収
、
紙
原
料
へ

　
鳥
取
県
で
は
環
境
に
関
す
る
国
際
規
格

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
取
得
し
、次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

＊
地
域
の
環
境
活
動
へ
の
参
加

＊
各
種
環
境
保
全
や
環
境
月
間
等
の

　
情
報
発
信

＊
職
員
を
派
遣
し
、
町
民
講
習
会
、

　
食
生
活
改
善
推
進
員
講
習
会
を
実

　
施

＊
公
共
事
業
に
積
極
的
に
間
伐
材
を

　
使
用

＊
間
伐
搬
出
経
費
を
補
助
し
、
間
伐

　
材
の
持
ち
出
し
を
支
援

＊
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
と
花
壇
の
設
置

＊
道
路
・
河
川
の
清
掃
活
動
の
実
施

事務所の可燃ごみ量

農林局
285.7

農林局
164.4

県土整
備局
390.9

県土整
備局
227.0

ｋｇ

福祉保健局 92.0

県民局 54.1
福祉保健局 57.1
県民局 47.0

合計 495.5

合 計 822.7

H１６年度 H17年度

県
民
局
　
企
画
総
務
課

電
話
０
８
５
９
―
７
２
―
０
３
２
１

担
当
　
青
砥
　
　
聡

問い合わせ先
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先
月
は
﹁
先
祖
代
々
引
き
継
が
れ

る
お
い
し
い
料
理
ア
ン
ケ
ー
ト
﹂
に

た
く
さ
ん
の
読
者
の
方
か
ら
回
答

を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
﹁
お
雑
煮
﹂
は
、
色
々
な
味
付
け
や

添
え
る
具
に
よ
っ
て
、
地
方
な
ら
で

は
の
さ
ま
ざ
ま
の
形
が
あ
り
ま
す
。

子
供
の
頃
か
ら
食
べ
て
い
る
味
が

何
よ
り
も
お
い
し
い
と
感
じ
ら
れ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
野

郡
の
大
半
の
家
庭
で
は
、
中
山
間
地

で
あ
り
な
が
ら
、
海
の
幸
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
、
と
て
も
贅
沢
な
、
お

い
し
い
お
雑
煮
で
す
。

　
今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
一

番
多
か
っ
た
作
り
方
を
紹
介
し
ま

す
。

　
日
野
郡
産
の
お
い
し
い
お
餅
を
、

程
よ
く
ゆ
で
上
げ
、
１
０
０
％
餅
の

食
感
を
引
き
出
し
、
ま
ろ
や
か
な
コ

ク
の
あ
る
醤
油
ベ
ー
ス
の
だ
し
汁

を
掛
け
て
、
豊
富
な
具
を
添
え
る
こ

と
で
、
朝
・
昼
・
晩
と
、
何
度
食
べ
て

も
飽
き
の
こ
な
い
季
節
の
味
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
に
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、そ
ん
な
思
い
で
す
。

　
今
回
、
一
部
の
方
で
す
が
、
取
材

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
回
答

し
て
い
た
だ
い
た
全
員
の
方
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
時
間
的
に
お
聞

き
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
、
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

今
後
、
お
話
を
う
か
が
う
機
会
も
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
に

は
お
願
い
し
ま
す
。

︱
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ー

○
日
南
町
　
　
原
さ
ん

　
正
月
前
の
餅
つ
き
は
四
人
搗
き
で
、
に
ぎ
や

か
に
唄
い
な
が
ら
近
所
で
協
力
し
あ
っ
て
大

量
に
搗
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
時
に
出
さ
れ

る
ご
馳
走
に
﹁
こ
お
ら
が
し
︵
び
り
び
り
︶
﹂
や
﹁

乾
し
肉
﹂
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
伝
統
料
理
は
作

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
正
月
用
の
餅
を
並
べ
る
た

め
の
﹁
が
ま
む
し
ろ
﹂
を
編
む
祖
母
の
姿
を
忙

し
そ
う
な
母
の
姿
と
共
に
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
す
。

○
日
南
町



倉
間
さ
ん

　
酒
で
と
い
た
か
も
じ
の
り
を
の
せ
る
の
が

我
が
家
の
雑
煮
で
す
。
赤
貝
は
か
ま
す
で
大
量

に
買
い
入
れ
、
子
供
の
仕
事
は
こ
の
赤
貝
洗
い

で
し
た
。
海
の
幸
が
多
く
入
っ
た
雑
煮
は
ふ
る

里
の
自
慢
の
一
つ
と
し
て
伝
え
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
日
野
町



松
浦
さ
ん

　
家
族
総
出
で
朝
早
く
か
ら
餅
を
何
斗
も
搗

い
た
。
か
も
じ
の
り
を
酒
で
と
き
雑
煮
に
入
れ

た
。
祖
父
が
酒
に
弱
く
、
入
れ
過
ぎ
て
、
顔
を
真

っ
赤
に
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
昔
は

家
族
も
多
く
賑
や
か
な
正
月
で
し
た
。

○
江
府
町


筒
井
さ
ん

　
二
十
八
日
に
餅
搗
き
を
し
た
。
早
朝
か
ら
親

戚
、
近
所
が
寄
っ
て
搗
い
た
。
最
後
の
臼
は
﹁
千

石
、
万
石
、
十
万
石
﹂
と
言
っ
て
ち
ぎ
り
、
餡
を

付
け
て
食
べ
た
。
水
を
使
わ
ず
に
五
人
で
搗
い

た
。雪
が
降
っ
て
い
る
間
は
朝
食
は
餅
だ
っ
た
。

問い合わせ先

農
業
振
興
課

　
足
立
　
７
２-

２
０
０
２

日
野
普
及
所

　
森
田
　
７
２-
２
０
２
６

日
野
郡
の
お
い
し
い
お
雑
煮
・・・

　︵
孫
に
伝
え
た
い
お
い
し
い
お
餅
︶


